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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】アースドリルの補巻ロープを１本掛けから３本
掛けに容易に掛け替えることができる補巻ロープ掛け替
え方法を提供する。
【解決手段】ベースマシン１１に設けられたブーム１２
の先端部に配置されたシーブ軸に、先端に補巻フック３
５を吊持する補巻ロープ３４が巻掛けられる２つの第１
補巻シーブ、第２補巻シーブを取り付けたアースドリル
の補巻ロープ３４を１本掛けから３本掛けに掛け替える
方法であって、第２補巻シーブに巻掛けられ、両端をブ
ーム１２に固定したリービングロープ３７を備え、ブー
ム１２を前方に倒し、補巻フック３５を地上に置き、リ
ービングロープ３７の固定を解除し、両端を地上付近に
移動させ、前記リービングロープ３７の一端を、補巻フ
ック３５のシーブに通して、ケーブルクリップを介して
、補巻ロープ３４の端部と連結し、リービングロープ３
７の他端を引張り、補巻ロープを１本掛けから３本掛け
に掛け替える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ベースマシンに設けられたブームの先端部に配置されたシーブ軸に、先端に補巻フック
を吊持する補巻ロープが巻掛けられる２つの第１補巻シーブ、第２補巻シーブを回転可能
に取り付けたアースドリルの補巻フックを第１補巻シーブのみに巻掛ける１本掛けから第
１、第２補巻シーブに巻掛ける多本掛けに掛け替える補巻ロープ掛け替え方法において、
　補巻ロープが巻掛けられていない第２補巻シーブに巻掛けられ、両端を前記ブームに固
定したリービングロープを備え、
　前記ブームをベースマシン前方に倒し、前記補巻フックを地上に置き、
　前記リービングロープのブームへの固定を解除し、前記リービングロープの両端を地上
付近に移動させ、前記リービングロープの一端を、前記補巻フックのシーブに通してから
、
　前記リービングロープの一端を、ケーブルクリップを介して、前記補巻フックの尻手か
ら外した前記補巻ロープの端部と連結し、
　前記リービングロープの他端を引張り、前記補巻ロープを、前記補巻フックのシーブ及
び第２補巻シーブに通した後、
　前記ケーブルクリップを取り外し、前記補巻ロープの端部を前記補巻フックの尻手に連
結することにより、
　補巻ロープを１本掛けから多本掛けに掛け替えることを特徴とする補巻ロープ掛け替え
方法 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アースドリルの補巻ロープ掛け替え方法に関し、詳しくは、アースドリルの
補巻フックを吊持する補巻ロープを１本掛けから多本掛けにする補巻ロープ掛け替え方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ブームの先端に設けられたシーブ軸に、ケリーバを吊持するメインロープが巻掛けられ
る主巻シーブと、補巻フックを吊持する補巻ロープが巻掛けられる補巻シーブとを回転可
能に取り付けたアースドリルが知られている（特許文献１参照）。補巻ロープは、補巻フ
ックで作業時に使用する各種資材などを吊り上げるために用いられるが、比較的重いもの
を吊り上げる場合には、吊り上げ能力を上げるために１本掛けから３本掛けといった多本
掛けに掛け替えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－６７９８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ラチスブームを使用したアースドリルにおいて、補巻ロープを１本掛け
から３本掛けにする場合、ブーム１２をベースマシン１１の前方に倒しても、ケリーバ回
転駆動装置２１がブーム１２の下面にあるので、ブーム先端部分を地上近くまで下すこと
ができない。そこで、図９に示されるように、ブーム１２の背面のピンを抜いて、図示し
ない別のクレーンでブームの上側部分を吊り上げつつ、ブーム先端部分を地上面に接地さ
せることが行われている。
【０００５】
　このような状態となれば、補巻ロープの掛け替えも容易に作業することができるが、別
にクレーンを手配しなければならない上に、ブームの分解や組立にも時間が多く必要とな
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ってしまう。また、作業現場が狭隘地のような場所の場合、そもそも別のクレーンを設置
できない場合がある。
【０００６】
　そこで本発明は、別のクレーンを用意する必要もなく、ブームを分解することなく、ア
ースドリルの補巻ロープを１本掛けから３本掛けに容易に掛け替えることができる補巻ロ
ープ掛け替え方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明の補巻ロープ掛け替え方法は、ベースマシンに設けら
れたブームの先端部に配置されたシーブ軸に、先端に補巻フックを吊持する補巻ロープが
巻掛けられる２つの第１補巻シーブ、第２補巻シーブを回転可能に取り付けたアースドリ
ルの補巻フックを第１補巻シーブのみに巻掛ける１本掛けから第１、第２補巻シーブに巻
掛ける多本掛けに掛け替える補巻ロープ掛け替え方法において、補巻ロープが巻掛けられ
ていない第２補巻シーブに巻掛けられ、両端を前記ブームに固定したリービングロープを
備え、前記ブームをベースマシン前方に倒し、前記補巻フックを地上に置き、前記リービ
ングロープのブームへの固定を解除し、前記リービングロープの両端を地上付近に移動さ
せ、前記リービングロープの一端を、前記補巻フックのシーブに通してから、前記リービ
ングロープの一端を、ケーブルクリップを介して、前記補巻フックの尻手から外した前記
補巻ロープの端部と連結し、前記リービングロープの他端を引張り、前記補巻ロープを、
前記補巻フックのシーブ及び第２補巻シーブに通した後、前記ケーブルクリップを取り外
し、前記補巻ロープの端部を前記補巻フックの尻手に連結することにより、補巻ロープを
１本掛けから多本掛けに掛け替えることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の補巻ロープ掛け替え方法によれば、あらかじめ第２補巻シーブに固定されてい
たリーピングロープを補巻ロープと連結することで、１本掛けから３本掛けへの掛け替え
を行えるので、別途クレーンを手配する必要もなく、ブームを分解する必要もなく、作業
能率を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明を適用するアースドリルの一例を示す側面図である。
【図２】同じくブーム先端部の平面図である。
【図３】同じくロープの掛け回し状態を示す説明図である。
【図４】同じくブームを前方に倒したときのアースドリルの側面図である。
【図５】本発明の補巻ロープ掛け替え方法の説明図であり、ブームを前方に倒した時のロ
ープの状態を示す説明図である。
【図６】本発明の補巻ロープ掛け替え方法の説明図であり、リーピングロープの一端を、
ケーブルクリップを介して、補巻ロープの端部と連結した状態を示す説明図である。
【図７】本発明の補巻ロープ掛け替え方法の説明図であり、補巻ロープを第２補巻シーブ
に通したときの状態を示す説明図である。
【図８】本発明の補巻ロープ掛け替え方法の説明図であり、補巻ロープの端部を補巻フッ
クの尻手に連結し３本掛けとしたときの状態であることを示す説明図である。
【図９】従来のアースドリルの補巻ロープ掛け替え方法の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　まず、図１乃至図３を用いて、本発明を適用するアースドリルの一例を説明する。アー
スドリル１０は、自走式のベースマシン１１に起伏可能に設けられたラチスブーム１２の
先端部に、該ラチスブーム１２の長さ方向に直交するシーブ軸１３が水平方向に設けられ
、該シーブ軸１３に回転可能に支持された主巻シーブ１４に、主巻ウインチ１５から主巻
ガイドシーブ１６を介して繰り出されたメインロープ１７を巻掛け、このメインロープ１
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７の先端にスイベルジョイント１８を介してケリーバ１９を回転可能に吊り下げ、主巻ウ
インチ１５でケリーバ１９を昇降させるように構成している。また、ラチスブーム１２の
下方に支持されたアーム２０の先端には、前記ケリーバ１９が昇降可能な状態で挿通され
るケリーバ回転駆動装置２１がシリンダ２２によって支持された状態で設けられており、
該ケリーバ回転駆動装置２１でケリーバ１９を回転させるように構成している。さらに、
ケリーバ回転駆動装置２１の下部にはケリーバ１９と一体に回転はするが、昇降はしない
回転テーブル２３が設けられており、この回転テーブル２３から下方に突出したケリーバ
１９の下端部に、ケリーバ１９と一体に回転し、かつ昇降する拡底バケット２４ａや掘削
バケット２４ｂが装着される。
【００１１】
　また、ベースマシン１１の後部にはガントリ２５が立設され、起伏ウインチ２６からの
起伏ロープ２７が、ペンダントロープ２８を介してラチスブーム１２の先端上部に設けら
れたブラケット２９に連結されている。
【００１２】
　さらに、前記シーブ軸１３には、該シーブ軸１３に第１補巻シーブ３０、第２補巻シー
ブ３１が回転可能に支持されている。１本掛けの場合には、補巻ウインチ３２から補巻ガ
イドシーブ３３を介して繰り出された補巻ロープ３４が、第１補巻シーブ３０に巻掛けら
れ、補巻ロープ３４の先端と補巻フック３５の尻手とが連結されている（図１の状態）。
また、３本掛けの場合には、第１補巻シーブに巻掛けられた補巻ロープ３４が、さらに、
前記補巻フック３５のシーブ３６及び第２補巻シーブに巻掛けられた状態となっている（
図３の状態）。通常は補巻ロープを１本掛けで使用することが多いが、比較的重量物を吊
り上げる場合など吊り上げ能力が必要な場合には、補巻ロープを３本掛けに掛け替える。
【００１３】
　次に、図４乃至図８を用いて、１本掛けから３本掛けに掛け替える本発明の補巻ロープ
掛け替え方法について説明する。
【００１４】
　まず、通常の１本掛けでの使用時に、図５に示されるように、１本掛けの際には補巻ロ
ープ３４が巻掛けられていない第２補巻シーブ３１に、あらかじめリービングロープ３７
を巻掛け、その両端をラチスブーム１２に固定しておく。ここで、リービングロープ３７
は、取扱いがしやすいように補巻ロープ３４よりも細いロープであり、一端側には、手な
どで掴むための輪３８を設けている。なお、ラチスブーム１２への固定は、任意の手段に
よってなされる。
【００１５】
　１本掛けから３本掛けに掛け替える際に、まず、図４，５に示されるように、ケリーバ
１９を取り外し、ラチスブーム１２をケリーバ回転駆動装置２１が接地するまで前方に倒
し、ロープの繰り出し量を調節して補巻フック３５を地上に下す。ただし、ケリーバ回転
駆動装置２１があるため、ラチスブーム１２の先端部を地上まで下すことはできない。
【００１６】
　この状態で、拡底バケット２４ａの足場３９などを利用してラチスブーム１２に固定さ
れたリービングロープ３７の両端を解除し、リービングロープ３７の両端を地上付近まで
下す。
【００１７】
　次に、図６に示されるように、リービングロープ３７の輪３８のついていない下側の端
部を、補巻フック３５のシーブ３６に通し、該端部を、ケーブルクリップ４０を介して、
補巻フック３５の尻手から外した補巻ロープ３４の端部と連結させる。
【００１８】
　この状態から、リービングロープ３７の輪３８を引っ張ると、補巻ロープ３４が、ケー
ブルクリップ４０に引っ張られ、補巻フック３５のシーブ３６及び第２補巻シーブ３１に
巻掛けられ、図７に示す状態となる。最後に、図８に示すように、ケーブルクリップ４０
を取り外し、補巻ロープ３４の端部を補巻フック３５の尻手に連結することで、３本掛け
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の状態となる。
【００１９】
　上述の方法であれば、他のクレーンを用意する必要もないし、ブームを分解する必要も
ないので、作業効率がよい。また、拡底バケット２４ａの足場３９については、アースド
リルの作業中には必ず現場にあるものであるから、掛け替え作業に追加する機材などもな
い。さらに、足場３９を使って行う作業は、リービングロープ３７の固定解除だけなので
、高所での作業の安全性も高い。
【符号の説明】
【００２０】
１０…アースドリル、１１…ベースマシン、１２…ラチスブーム、１３…シーブ軸、１４
…主巻シーブ、１５…主巻ウインチ、１６…主巻ガイドシーブ、１７…メインロープ、１
８…スイベルジョイント、１９…ケリーバ、２０…アーム、２１…ケリーバ回転駆動装置
、２２…シリンダ、２３…回転テーブル、２４ａ…拡底バケット、２４ｂ…掘削バケット
、２５…ガントリ、２６…起伏ウインチ、２７…起伏ロープ、２８…ペンダントロープ、
２９…ブラケット、３０…第１補巻シーブ、３１…第２補巻シーブ、３２…補巻ウインチ
、３３…補巻ガイドシーブ、３４…補巻ロープ、３５…補巻フック、３６…シーブ、３７
…リービングロープ、３８…輪、３９…足場、４０…ケーブルクリップ 

【図１】 【図２】
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